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令和６年度に行った講習・指導
都道府県等からの要望に基づき、

採種穂園管理技術などに関する技術
指導を行いました。
写真：カラマツ採種園での種子充実

率判定方法の指導（関東森林
管理局・群馬県）

ブナ種子の超低温保存の実証
超低温保存後8年～12年を経過した合計13産地のブナ種子を保

存容器から取り出し、発芽促進処理をした後、発芽試験を行ま
した。結果、それら種子から発芽が認められ、液体窒素を用い
たブナ種子の長期保存を実証しました。
左：超低温保存後低温湿層処理中のブナ種子
右：発芽の様子

優良品種の開発等の推進
令和６年度には29の優良品種を開発しました。

左：少花粉品種となったスギエリートツリー
「スギ林育2-273」（特定26-24）

中：気候変動適応性に優れた品種
（耐乾性）「エ今別３号」

右：マツノザイセンチュウ抵抗性品種
「沖縄（名護）リュウキュウマツ２号」

下：令和６年度に作成・公表したエリートツ
リー特性表

ゲノム編集無花粉スギの開発に向けた次世代個体の作出
ゲノム編集技術の一つであるCRISPR/Cas9システムをスギに応

用し、花粉形成に関与すると考えられる３つの遺伝子を個別に
編集することで、無花粉スギを作出することに成功しました。
図：ヌルセグリガントかつ無花粉系統作出の開発状況と予定

（ A, B, Cはそれぞれ異なる第二世代精英樹由来の花粉
と交配したことを示す）



は じ め に 

森林総合研究所林木育種センターは、前身となる国立中央林木育種場等が、昭和 32 年に設置されて以

来長きにわたり、優良品種等の開発を進めるとともに、原種の生産・配布、林木遺伝資源の収集・保存、

海外協力などに積極的に取り組んで参りました。 

そして今、国内の人工林が本格的な利用期を迎え、再造林等により森林の適正な管理を図りながら、森

林資源の持続的な利用を進めることが求められる中、成長に優れ、造林・保育の効率化や二酸化炭素吸収

量の向上も期待されるエリートツリーや花粉の少ない苗木の生産拡大に必要な花粉症対策品種等の優良

品種の開発、特定母樹等の生産・配布と普及、林木育種の高度化・高速化に向けた研究開発等を推進して

います。 

令和６年度、林木育種センターと森林バイオ研究センターでは、第５期中長期計画（令和３～７年度）

に沿って、次に示すような成果を挙げました。 

○ 林木育種基盤の充実による多様な優良品種の開発

＊ 全ての育種基本区で育種対象樹種の育種戦略を策定し、計画的で戦略的な次世代化を推進。 

＊ スギ等のエリートツリー候補木の選抜、林木遺伝資源の収集・保存・特性評価、カラマツ・コウヨウ

ザンの染色体規模配列の構築などにより、林木育種基盤が充実。 

＊ エリートツリー56系統に加えエリートツリー（特定母樹）からの少花粉スギ品種、無花粉スギ品種、

気候変動適応性に優れた品種（耐乾性）、リュウキュウマツのマツノザイセンチュウ抵抗性品種等の

優良品種29品種を開発するとともに、エリートツリーの中から27系統が特定母樹に指定。  

＊  特性評価に要する期間の短縮を可能とするなどを内容とした品種開発実施要領の見直し。 

＊ 効率的なゲノミック予測モデルの作成が可能となり、ゲノム情報を活用した林木育種の高速化技術が

進展。  

＊ 遺伝子発現による耐乾性評価技術を開発するとともに、環境変化がヒノキの成長等に与える影響や、

スギのさし木苗と実生苗の環境による生育特性を解明。  

○ 林木育種技術の高度化・拡張と特定母樹等の普及強化

＊ 原種苗木の配布は、要望本数に対して目標の90％を上回る95.9％に応え20,624本を適期に配布。その

うち特定母樹は約７割にあたる14,518本。  

＊ 関東育種基本区においてスギのエリートツリー等の成長・材質・繁殖の特性を評価してとりまとめた

特性表を作成・公表。ヒノキミニチュア採種園管理等に関するマニュアルを公表。  

＊ 外来遺伝子を持たない無花粉スギ系統の作出に向け、ゲノム編集後代個体の育成・人工交配を実施。 

＊ 遺伝子組換えを伴わない方法によるスギのゲノム編集の成否を簡便に判定する方法を開発。 

＊ UAV等の活用による効率的な検定林調査手法を開発し、53年生の検定林で育種による改良効果を確認。  

＊  都道府県等の要望に応え、採種園管理技術や苗木増殖等に関する160回の技術指導を実施。 

＊ 林木遺伝資源配布は申請26件すべてに対応、林木遺伝子銀行110番は11件の後継樹が里帰りし、新た

に６件の申請を受入れ。 

＊ 林業種苗法にかかる生産事業者登録のための講習会テキストの改訂に貢献(執筆担当等)。 

以上のように、都道府県、森林管理局・署等、関係機関の皆様のご協力もいただきながら、多くの成果

を挙げることができました。今後とも、様々なニーズに応えつつ、それぞれの地域に根ざした林木育種を

進め、成果の速やかな社会への還元と橋渡しに努めて参りますので、引き続き皆様方のご理解とご協力を

お願い申し上げます。 

令和７年 10月 
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森林総合研究所林木育種センター所長 嶋田 理 
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「新たな林業」と花粉発生源対策

の両立を図るため、成長に優れ、な

おかつ少花粉の特性を有する品種が

求められているなか、スギエリートツ

リー（特定母樹）から初めて少花粉品

種を１品種開発しました。また、気候

変動への対応が求められる中、初め

て気候変動適応性に優れた品種（耐

乾性）を４品種開発しました。さらに、

マツ材線虫病被害が著しいリュウ

キュウマツにおいて初となるマツノザ

イセンチュウ抵抗性品種を沖縄県と

共同で５品種開発しました。これらを

含め、令和６年度は優良品種を29品
種開発しました。

〔林木の新品種の開発〕

●優良品種の開発等の推進

トピックス－１

写真１ 令和６年度に開発した優良品種等

〔関東育種基本区におけるスギエリートツリーの特性表の公表〕

現在、特定母樹の指定とその普及が進められています。更なる特定母樹の普及の促進に資することを

目的として、昨年度の九州育種基本区におけるスギエリートツリーの特性表に続き、関東育種基本区にお

いて特定母樹に指定されているスギエリートツリーの特性表を作成・公表しました。地域の多様なニーズ

に応えた優良種苗生産の一助として、目的に応じたクローン構成（採種園パッケージ）を複数提示しました

（図１）。

左から、少花粉スギ品種として評価されたエリートツリー「スギ林育2-273」
（特定26-24）、気候変動適応性に優れたスギ品種（耐乾性）として評価され
たスギ「エ今別３号」、マツノザイセンチュウ抵抗性品種として評価された「沖
縄（名護）リュウキュウマツ２号」。

図１ 令和６年度に作成・公表したエリートツリー特性表

左から、関東育種基本区のスギのエリートツリー特性表の表紙、代表的な系統（スギ林育2-190）の特性、レーダーチャート
による遺伝的多様性を重視した採種園パッケージの特徴と花粉発生源対策を重視した採種園パッケージの特徴。



●林木遺伝資源の収集・保存

トピックス－２

〔奥尻島のブナ林からの種子の収集〕

図１ 葉緑体ハプロタイプと収集した国有林の位置

（Kitamuraら, 2022をもとに作成）

奥尻島は、ブナの自生北限地帯付近に位置す

る離島で、平成８年に一部が奥尻植物群落保護

林（現在は、奥尻島生物群集保護林）として設定さ

れました。DNA分析の結果、日本海側系統と太平

洋側系統のブナが分布することなどが明らかとな

り（Kitamuraら2022）、学術的にも価値が高いとい

えます。

北海道育種場は、林木ジーンバンク事業として、

奥尻島のブナ集団のうち日本海側系統が分布す

る青苗国有林内の１集団と太平洋側系統が分布

する藻内国有林内の１集団から（図１）、それぞれ

10個体ずつ計20個体のブナを選定し、種子を収集

しました（写真１）。

これらの種子は、平成30年度に遺伝資源部で

最適条件を明らかにした超低温保存技術によって

保存されており、今後、林木ジーンバンク事業の

遺伝資源配布を通して試験研究に活用されること

が期待されます。

藻内国有林

青苗国有林

写真１ ブナの採種木（左）と収集した種子（右）

ブナは今後地球温暖化によって生育地がさらに

縮小することが危惧されています。そのため、上記

で紹介した奥尻島をはじめとしたブナの遺伝資源

を保存するため、液体窒素を用いた-160℃での超

低温保存技術の開発に取り組み、平成30年度に

は含水率を調整することでブナ種子の超低温保存

が可能であることを明らかにしました。今回は超低

温保存後8年から12年を経過した合計13産地のブ

ナ種子を保存容器から取り出し、発芽促進処理を

した後、発芽試験を行いました（写真２左）。その結

果、それら種子から発芽が認められ（写真２右）、

液体窒素を用いたブナ種子の長期保存を実証す

ることができました。

〔ブナ種子の超低温保存の実証〕

写真２ 超低温保存後低温湿層処理中のブナ種子（左）と

発芽の様子（右）



〔都道府県等への講習・指導〕

●指導普及・海外協力

トピックス－３

写真１ 令和６年度に行った講習・指導

左から、ヒノキミニチュア採種園の整枝・剪定の指導（長崎県）、カラマツ採種園での種子充実率判定方法の指導（関
東森林管理局・群馬県）、ランダム配置ソフトを使用した採種園設計方法の指導（千葉県）

令和６年度は、都道府県等からの要望に基づき、採種穂園管理技術などに関する160回の講習・指

導を実施しました。九州育種基本区では、ヒノキミニチュア採種園の整枝・剪定等の技術指導を行いまし

た。関東育種基本区では、カラマツ種子の生産増強のため、協定締結を行っているカラマツ採種園内に

おいて、環状剥皮や種子充実率判定等の指導を行いました。また、ヒノキ特定母樹ミニチュア採種園の

予定地を確認し、造成と管理についての考え方等（日当たり、植栽間隔、仕立て方等）を説明するととも

に、ランダム配置ソフトを使用した設計方法の説明及び実演による指導等を行いました。

〔ケニア森林研究所研究員の訪日研修〕

アフリカのケニアで行っているJICA技術協力プロジェクトにおいて、ケニアの郷土樹種であるメリア

（Melia volkensii）とアカシア（Acacia tortilis）を対象に、平成24年度からケニア森林研究所（以下、

KEFRI）と育種に係る研究や技術移転を行っています。令和６年度は、プロジェクト活動のひとつとし

て、KEFRIから若手研究者を含む5名を招へいし、座学、実習、現地視察を含む約１カ月間の訪日研

修を実施しました。

座学では林木育種学の講義を受け、実習ではドローン等の機器を使った調査手法を体験し、現地

視察としてはメリアと同科同属であるセンダン（Melia azedarach）について、熊本県では植栽方法や

芽かき・樹形誘導・間伐等の施業方法等育林技術を学び、福岡県ではセンダンの木材加工の実態

を視察しました。研修生たちは、各講師に対して活発に質問していました。

写真２ KEFRI研究員の訪日研修

左から、林木育種学の講義、ドローンの操縦体験、センダン植栽地での樹冠・樹形誘導の実地指導



●バイオテクノロジーによる育種技術の開発

ゲノム編集とは、DNA上の特定の遺伝子に狙いを定めて、意図的に変異を導入できる技術です。森

林バイオ研究センターでは、この技術の一つであるCRISPR/Cas9システムをスギに応用し、花粉形成

に関与すると考えられる３つの遺伝子を個別に編集することで、無花粉スギを作出することに成功しま

した。

植物のゲノム編集では、まず編集に必要なツール（ゲノム編集ツール）を遺伝子の形で植物のゲノム

に組み込み、それを細胞内で発現させることで変異を導入します。このようにして得られたゲノム編集植

物には外来遺伝子がゲノムに組み込まれているため、「遺伝子組換え植物」としてカルタヘナ法の規制

対象となります。一方で、2018年、環境省と厚生労働省は「編集に用いた外来遺伝子が残存していない

ことを確認し、所管省庁へ情報提供を行うことで、カルタヘナ法の規制対象外として取り扱う」との方針

を示しました。これを受けて、外来遺伝子であるゲノム編集ツールを持たない個体（ヌルセグリガントと

呼ばれる）を交配による遺伝分離で選抜することで、実用化に向けた無花粉スギを開発する研究を進

めています。

無花粉という形質は潜性（劣性）であるため、ヌルセグリガントで無花粉の個体を得るには、２回の交

配が必要です。具体的には、まずT0世代（最初のゲノム編集個体）の雌花に野生型スギの花粉を交配

し、外来遺伝子が取り除かれ、かつ標的遺伝子が変異しているT1世代を得ます。次に、このT1世代同

士を交配して、標的遺伝子がホモ接合型となったT2世代を作出することで、無花粉形質が発現します。

これまでに、第２世代精英樹との交配により、ヌルセグリガントのT1個体の作出に成功しており、2024

年度にはT2世代の作出を目指して、T1個体にジベレリン処理による着花誘導を実施しました。その結果、

すべての系統で雄花の着花が確認され、さらに、３つの標的遺伝子のうち２つに関しては、播種後３年

目のT1個体に雌花の着花も確認されました（図1、2）。また、雄花では花粉形成も認められたことから

（図3）、今後、T1個体間で人工交配を行い、T2世代の獲得を進める予定です。

図２ T1世代の特定網室での栽培（左）と着花した雌花（右）

トピックス－４

〔ゲノム編集無花粉スギの開発に向けた次世代個体の作出〕

着花している個体写真

図３ T1世代における雄花の花粉形成

図１ ヌルセグリガントかつ無花粉系統作出の開発状況と予定

A, B, Cはそれぞれ異なる第二世代精英樹由来の花粉と交配したことを示す
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